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NN ei 世界 的 な 壊滅 的 な 生物 学 的 リス ク (GCBR) を 構成 する 
次 中 才 する 微生物 の 特性 を 解明 する た め に この 研究 を 実施 し まし た 。 


GCBR は 、「 自 然 発生 また は 再興 、 意 図 的 に 作成 お よび 放出 され た 、 ま た は 実験 室 で 設計 お よび 脱出 され た 生 
物 剤 が 、 国 内 お よび 国際 政府 と 民間 の 集合 的 能力 を 超え た 突然 の 異常 な 広範 囲 の 災害 に つなが る 可能 性 が あ 
る イベ ント 」 と 定義 され て いま す 。 制御 する セク ター。 チ ェ ッ ク さ れ て いな い 場 合 、GCBR は 大 き な 苦 痛 、 人 
命 の 損失 、 お よび 各国 政府 、 国 際 関 係 、 経 済 、 社 会 の 安定 、 ま た は 世界 の 安全 保障 へ の 持続 的 な 損害 に つ な 
が る で し ょ う 。 」 


この 研究 の 包括 的 な 目的 は 、 微 生物 界 の 帰納 的 で 不可 知 論 的 な 分 析 を 提供 し 、 地 球 規 模 の 大 惨事 を 引き 起こ す 
可能 性 の ある この 特別 な カテ ゴリ ー の 微生物 の 根底 に ある 基本 原理 を 特定 する こと で し た 。 こ の よう な 原則 
は 、GCBR の 脅威 を より 適切 に 予測 、 準 備 、 対 応 す る た め に 、 感 染 症 の 脅威 の 状況 を 調査 する た め の 新 し い フ 
レー ム ワ ー ク また は レン ズ を 提供 する こと に より 、 パ ン デ ミッ ク へ の 備え を 改善 する 可能 性 が あり ます 。 


E グ ゼタ クチ イ アマ リー 


推奨 事項 の 根拠 
GCBR レ ベル の パン デミ ッ ク 病 原 体 に 共通 する 可能 性 の あ 
る いく つか の 特徴 が あり ます 。 


病原 体 の 生物 学 的 クラ ス に 関係 な く 、 い くつ か の 属性 は 、 
GCBR レ ベル の 病原 体 の 必須 成分 で ある 可能 性 が あり ます 。 こ 
れ ら の 特性 に は 、 効 率 的 な 人 か ら 人 へ の 伝染 性 、 か な り の 致死 
率 、 効 果 的 また は 広く 利用 可能 な 医学 的 対策 の 欠如 、 免 疫学 的 
に ナイ ー ブ な 集団 、 免 疫 系 の 回 避 を 可能 に する 病原 性 因子 、 お 
よび 呼吸 モー ド の 広がり が 含ま れ ま す 。 さ ら に 、 潜 伏 期間 中 お 
よび / ま た は 軽度 の 病気 の 発生 中 に 伝達 する 能力 は 、 さ ら に 広 
が り を 増大 させ る で し ょ う 。 


ほとん どの クラ ス の 微生物 は 、 人 間 に 壊 滅 的 な リス ク を 引き 起こ 
す よ うな 方 法 で 進化 また は 操作 され る 可能 性 が あり ます が 、 ウ イ 
ルス 、 特 に RNA ウ イル ス は 、 こ の 能力 を 持つ 微生物 の クラ ス で あ 
る 可能 性 が 最も 高い で す 。 


さま ざま な クラ ス の 微生物 の 中 で 、 多 く は GCBR と し て 識別 され 
る た め に 必要 な 特性 の 一 部 また は すべ て を 持っ て いま す 。 た だ 

し 、 ウ イル ス の いく つか の 機能 に より 、 こ の クラ ス の 微生物 剤 は 
GCBR を 引き 起こ す 可 能 性 が 最も 高く な り ま す 。 ウ イル ス は 、 ゲ 
ノム の 構造 と 、 毎 日 多数 の 子孫 ウイ ルス が 生成 され る 複製 の 生成 
時 間 の 両方 に より 、 遺 伝 的 変異 性 の 能力 が 高く な っ て いま す 。 さ 
ら に 、 細 菌 、 真 菌 、 寄 生 虫 と 比較 し て 、 ウ イル ス が 広範 囲 の 抗 ウ 
イル ス 剤 で 対抗 で き な い た め 、 ウ イル ス は GCBR の 原因 と な る 可 
能 性 が 高く な り ま す 。 


ウイ ルス クラ ス 内 で は 、RNA ウ イル ス は 、 主 に DNA ウ イル ス と 
比較 し て 変異 性 が 高い た め 、 特 別 な 懸念 に 値 し ます 。 


バイ ラル カタ ログ を 作成 する 努力 は 、 パ ン デ ミッ ク 対 策 の ツー 
ル と 同義 で は な く 、 必 ず し も 効果 的 で も あり ませ ん 。 


現在 、 地 球 上 の で きる だ け 多 く の ウ イル ス 種 を カタ ログ 化す る た め の 
グロ ー バ ル な ウイ ルス 叢 を 開発 する た め に 、 リ ソー ス を 大 量 に 消費 す 
る 主要 な 取り 組み が 進行 中 で す 。 こ れ ら の プロ ジェ クト の 背後 に ある 
理論 的 根拠 は 、 ウ イル ス の 世界 の 広 さ を 完全 に 理解 し 、 人 迫り 来る 脅威 
に 対す る 状況 認識 を 向上 させ る こと が で きる よう に する こと で す 。 そ 
の よう な 事業 の 科学 的 価値 は 実質 的 で あり 、 疑 い の 余地 は あり ませ 

ん 。 


























し か し 、 こ れ ら の 努力 は 、 そ れ ら に 優先 順位 を 付け る 明確 な 手段 
な し に カタ ログ 化 さ れる 膨大 な 数 の ウイ ルス 、 ほ と ん どの 識別 さ 
れ た ウイ ルス が 人 間 に ほ と ん ど ま た は まっ た く 友 威 を も た ら さ な 
いと いう 事実 、 お よび 、 次 の パン デミ ッ ク の ウイ ルス の 原因 が 最 
も 可能 性 が 高い で す が 、 そ れ が 別 の クラ ス の 病原 体 に よっ て 引き 
起こ され な いと いう 保証 は あり ませ ん 。 パ ン デ ミッ ク の 怒 威 を 軽 
減 す る た め の グ ロー バル な ウイ ルス カタ ログ の 費用 対 効 果 は 、 以 
下 で 説明 する よう に 、 感 染 症 症候 群 の 診断 を 体系 的 に 追求 する 費 
用 対 効 果 よ り も 低い 可能 性 が あり ます 。 





感染 症 症 候 群 の 診断 を 追求 する こと は 、 パ ン デ ミッ ク の 鼻 威 に 
発展 する 可能 性 の ある 病原 体 の 状況 認識 を 提供 し ます 。 


非 定型 肺炎 、 中 枢 神経 系 感染 症 、 敗 血 症 性 ショ ッ ク な どの 感染 症 
症候 群 の 積極 的 な 診断 テス ト は 、 世 界 中 の 戦略 的 お よび 歩 哨 の 場 
所 で 、 時 間 の 経過 と と も に 、 感 染 の 新しい パタ ー ン また は 変化 す 
る パタ ー ン へ の 洞察 を 提供 する 可能 性 が あり ます 。 そ の よう な 慣 
行 は 、 症 候 群 の 臨床 診断 、 基 本 的 な 微生物 学 的 検査 、 お よび 経験 
的 治療 が し ば し ば 規則 で ある 先進 国 と 発展 途上 国 の 両方 に お ける 
標準 的 な 慣行 か ら の 根本 的 な 逸脱 と な る で し ょ う 。 先進 国 と 発展 
途上 国 の 両方 で より 洗練 され た 診断 検査 の 利用 可能 性 が 高まっ て 
いる た め 、 現 在 特定 の 微生物 学 的 病因 に 日 常 的 に 追求 され て いな 
い 多 くの一 般 的 な 感染 症候 群 の 根底 に ある 微生物 学 的 原因 に つい 
て より 深い 洞察 を 得る こと が ます ます 可能 に な っ て いま す 。 


雪 補 光 デ ィ ブ サマ リー 


人 的 要因 お よび / ま た は 複雑 な 災害 の 発生 は 、 病 原 体 を GCBR レ ベ 
ル に 上 昇 さ せる 可能 性 が あり ます 。 


アウ トブ レイ ク の 状況 で は 、 政 治 的 お よび 科学 的 リー ダー に よる 
ワク チン 政策 、 資 源 動員 、 お よび 対抗 策 の 展開 に 関す る 早期 の 決 
定 が 、 ア ウト ブレ イク の 制御 に お いて 決定 的 で あり 、 ヘ ルス ケア 
お よび 他 の セク ター に 影響 を 与え る 下流 の カス ケー ド 効 果 の 多く 
を 防ぐ こと が で きま す 。 逆 に 、 有 害 ま た は 誤っ た 行動 に つなが る 
決定 (科学 的 お よび 政治 的 の 両方 ) は 、 流 行 の 結果 を 深め た り 、 
GCBR を 悪化 させ た りす る 可能 性 が あり ます 。 


さら に 、 感 染 症 の 発生 は 、 よ り 大 き な 社 会 政治 的 、 地 理 的 、 環 境 的 、 
お よび 経済 的 状況 の 中 で 発生 する た め 、 付 随 する 複雑 さ の 存在 は 、 発 
生 を 悪化 させ 、 そ れ 自 体 で は その よう な 破壊 的 な も の を 所 有する こと 
が で き な い 微生物 に GCBR レ ベル の ステ ー タ ス を 与え る 可能 性 が あり 
ます 容量 。 た と えば 、 イ エメ ン で の 記録 的 な 2017 年 の コレ ラ の 発生 
は 、GCBR の レベ ル ま で は 上 昇 し て いま せん が 、 戦 争 の 存在 に よっ て 
大 幅 に 拡大 され まし た 。 し た が っ て 、GCBR レ ベル の リス ク と し て 分 
類 さ れ て いな い 病 原 体 に よっ て 引き 起こ され る アウ トブ レイ ク は 、 外 
部 要因 と の 相乗 効果 に よっ て その レベ ル ま で 上 昇 す る 可能 性 が ある こ 
































と を 認識 する こと が 重要 で す 。 





エグ ゼ ク デ ィ ブ ンマ リー 


GCBR レ ベル の 微生物 の 脅威 に 備 
える た め の 推 奨 事項 


クラ ス と し て の GCBR レ ベル の 微生物 の 脅威 へ の 準備 は 複 
雑 な 取り 組み で あり 、 多 く の 側 面 、 課 題 、 優 先 事項 が あり 
ます 。 以下 は 、 こ の 調査 か ら 明 ら か に な っ た 推奨 事項 で 
す 。 


GCBR レ ベル の 脅威 に 対す る 準備 は 、 最 初 に 、GCBR を 引き 起こ す 


す 。 し か し 、 こ の 作業 は 、 病 原 体 の 新しい 知識 を 網羅 し 、 特 定 の 
禁止 され て いる 潜在 的 な 微生物 因子 の リス ト に 完全 に 集中 する こ 
と に 抵抗 する の に 十分 な 柔軟 性 を 備え て いる 必要 が あり ます 。 人 
間 が 直面 する 最も 可能 性 の 高い 自然 発生 の GCBR レ ベル の 犬 威 
は 、 呼 吸 器 系 RNA ウ イル ス に よる も の で ある た め 、 こ の クラ ス の 
微生物 は 準備 の 優先 事項 で ある 必要 が あり ます 。 た だ し 、 他 の ク 
ラス の 微生物 (ウイ ルス お よび その 他 ) は 、GCBR レ ベル の イベ 
ント を 誘発 する 能力 を まだ 持っ て いる た め 、 重 要 な 研究 と 適切 な 
準備 努力 に 値する も の で あり 続け ます 。 


歴史 的 な 病原 体 リ スト に 基づく アプ ロー チ は 、 パ ン デ ミッ ク 病 
原 体 に つい て の 考え 方 を 混乱 させ る 恒久 的 な 固定 観念 と し て 立 
つべ き で は あり ませ ん 。 病原 体 の パン デミ ッ ク の 可能 性 を 実際 
の 形質 に 根付 か せよ うと する 積極 的 な アプ ロー チ は 、 準 備 と 積 
極性 の 幅 を 広げ る も の で す 。 こ の アプ ロー チ を 組み 込む に は 、 
考え 方 と リソー ス の 割り 当て を 大 幅 に 変更 する 必要 が あり ま 

す 。 


呼吸 器 系 RNA ウ イル ス に 対す る 懸念 が 高まっ て いる こと を 考え る と 、 
この クラ ス の ウイ ルス に よる ヒト 感染 の 監視 を 改善 する こと は 、 よ り 
優先 度 が 高く な る は ず で す 。 現在 、 こ の よう な シス テム は イン フル エ 
ン ザ に 存在 し ます が 、 パ ライ ン フ ル エ ン ザ 、 コ ロナ ウイ ルス 、RSV な 
どの 他 の ウイ ルス に は 、 疫 学 、 臨 床 的 特徴 、 微 生物 学 的 特性 を 追跡 す 
る た め に 必要 な 専用 の リソー ス が 与え られ て いま せん 。 将来 の 取り 組 
み は 、 イ ン フ ル エ ン ザ サー ベイ ラン ス の 成功 に 基づい て 構築 され 、 追 
加 の 優先 度 の 高い ウイ ルス を 組み 込む 可能 性 が あり ます 。 


seRNA 呼 吸 器 ウ イル ス 用 の 抗 ウ イル ス 剤 の 特定 の パイ プラ イン を 開 
発する こと に ます ます 重点 が 置か れる と 、 こ れ ら の 潜在 的 な 
GCBR 剤 に 対す る 回 復 力 が 追加 され ます 。 今日 、 イ ン フ ル エ ン ザ 
以外 に 高い 効能 を 持つ その よう な 抗 ウ イル ス 剤 は 存在 し ませ ん 。 
その よう な 薬 を 特定 する 可能 性 が 低い まま で あっ て も 、 そ の 潜在 
的 な 価値 を 考慮 し て 、 広 域 ス ペク トル 治療 を 追求 する 必要 が あり 
ます 。 候補 者 を 特定 する 可能 性 が 高まる た め 、 狭 スペ クト ル の 
エー ジェ ント を 追跡 する 必要 が あり ます 。 


%% 現 在 、 イ ン フ ル エ ン ザ を 含む 非常 に 有効 な り ク チン は 市 販 さ れ て いな い 
た め 、RNA 呼 吸 器 ウイ ルス に 対す る ワク チン は 優先 度 を 上 げ て 追求 する 
必要 が あり ます 。 ワ クチ ン は 、 発 生 期 の 発生 を 抑制 し た り 、 標 的 集団 に 
事前 に ワク チン 接種 し た りす る た め に 使用 で きま す 。 新規 の イン フル エ 
ン ザ A ウ イル ス が GCBR を 引き 起こ す リ スク が ある こと を 考え る と 、 普 遍 
的 な イン フル エン ザワ クチ ン を 作成 する た め の 継 続 的 な 取り 組み を 継続 
し 、 補 足す る 必要 が あり ます 。 





se 呼吸 器 拡 散 RNA ウ イル ス の 治療 を 最適 化す る た め の 了 臨床 研究 ア 
ジェ ンダ は 、 製 薬 会 社 と 医学 研究 機関 に よっ て 資金 提供 され 、 臨 
床 セ ンタ ー に よっ て 追求 され る べき で す 。 支持 療法 と 補助 療法 、 
集中 治療 室 の 介入 、 お よび 抗 ウ イル ス 療 法 に 関す る 重要 な 研究 の 
質問 に 対処 し 、 回 答 する 必要 が あり ます 。 こ れ ら の ウイ ルス の 多 
く は 循環 し て 病気 を 引き 起こ す た め 、 こ の クラ ス の GCBR に 備え 
る た め に 、 研 究 を 体系 化す る 機会 が あり ます 。 こ れ ら の 努力 か 





ら 、 こ の クラ ス の 微生物 に よっ て 引き 起こ され る さま ざま な 症候 
群 の 治療 プロ トコ ル を 開発 する こと が で き 、 日 常 の 臨床 ケア ア や 緊 


急 事態 の 発生 時 に 信頼 する こと が で きま す 。 


ee 呼吸 器 系 RNA ウ イル ス ま た は オル ソ ポ ックス ウイ ルス の パン デミ ッ ク の 可 


能 性 また は リス ク を 高め る 可能 性 の ある 研究 は 、 潜 在 的 な 結果 を 考慮 し 


て 、 特 別 な レビ ュー を 受け る 必要 が あり ます 。 こ の よう な 作業 は 、 適 切な 


バイ オセ ー フ ティ ー レ ベル の プロ トコ ル の 下 で 実行 する 必要 が あり ます 。 





ェ グ ゼクティ ブ まとめ 


ee 世界 中 の 戦略 的 また は 歩 只 の 場所 で 感染 症 症候 群 の 微生物 学 的 
に 特異 的 な 診断 を 追求 する こと は 、 特 に 診断 が より 強力 で 利用 
可能 に な っ て いる 今 、 よ り 日 常 的 に な る は ず で す 。 次 の パン デ 
ミッ ク 病 原 体 が どこ に 現れ る か は 不明 で あり 、 診 断 さ れ て いな 
い 重 症 が 無数 に ある た め 


世界 中 の すべ て の 病院 や 診療 所 で 感染 症 症候 群 (敗血症 、 肺 

炎 、 髄 膜 炎 、 脳 炎 を 含む ) は 、 診 断 さ れ て いな い 感 染 症 の これ 
ら の 原因 を 理解 する た め に さら に 努力 する 必要 が あり ます 。 そ 
の 一 部 は 、 新 し い GCBR レ ベル の 結果 で ある 可能 性 が あり ま 

す 。 人 間 へ の 最初 の 侵入 また は 既知 の エー ジェ ント の 病気 の 変 
化す る スペ クト ル の エー ジェ ント 。 





前 書き 


提 和 パン デミ ッ ク の 可能 性 の ある 重度 の 感染 症 が 出 現し た こと で 、 よ り 広 男 な パン デミ ッ ク の 會 威 の 状 


2 る こと に 大 き な 関 心 が 寄 せら れ て いま す 。 感 染 症 対策 活動 の か な り の 割合 は 、 こ れ ま で 、 生 物 
兵器 を 中 心 に 構築 され た 歴史 的 な リス ト ベ ー ス の アプ ロー チ と 最近 の 発生 (SARS な ど ) に 焦点 を 合わ せ て き 


まし た 。i。 し か し 、 そ の よう な アプ ロー チ は 積極 的 また は 前 向き で は な く 、 本 質 的 に 、 現 在 知 られ て いな い 
エー ジェ ント また は 歴史 的 な 前 例 の な い エ ー ジ ェ ン ト を 説明 する こと が で きま せん 。 リ スト ベー ス の アプ ロー 
チ の み に 限 定 され た 活動 は 、 問 題 に 対す る 静 的 で 非 ア クティ ブ な アプ ロー チ を 促進 し 、 準 備 を 妨げ 、 回 復 力 を 
低下 させ る 可能 性 が あり ます 。 こ の タイ プ の アプ ロー チ は 米国 に よっ て 採用 され 、 他 の 多く の 国々 も それ に 続 
いて いま す 。 


セン ター は 、 議 論 を 促進 し 、 批 判 的 思考 を 刺激 し 、 ト ピッ ク に 取り 組む た め に 、 グ ロー バ 
ル な 壊滅 的 な 生物 学 的 リス ク (また は GCBR) の 実用 的 な 定義 を 公開 し まし た 。 


「 自 然 発生 また は 再興 、 意 図 的 に 作成 お よび 放出 され た 、 ま た は に 実験 室 で 設計 され て 逃げ 
た 生物 剤 が 発生 する これ ら の イベ ント は 、 国 内 お よび 国際 政府 と 民間 部 門 が 管理 する 能 

を 超え た 突然 の 異常 な 広範 囲 の 災害 に つなが る 可能 性 が あり ます 。 チ ェ ッ ク さ れ て いな い 
場合 、GCBR は 大 き な 苦 痛 、 人 命 の 損失 、 そ し て 持続 的 な 損害 を も た ら す 国 の 政府 、 国 際 
関係 、 経 済 、 社 会 の 安定 、 ま た は 世界 の 安全 保障 に つなが る で し ょ う 。」3 











パン デミ ッ ク イ ベン ト の 潜在 的 に 深刻 な 公衆 衛生 へ の 影響 を 考え 新しい 脅威 に 適応 可能 で あり 、 以 前 の 歴史 的 概念 に 排他 的 に 結び つい て い 
る と 、 政 府内 外 の 複数 の 利害 関係 者 に よる パン デミ ッ ク の 可能 性 る わけ で は あり ませ ん 。GCBR レ ベル の パン デミ ッ ク 病 原 体 が 必要 と する 
の ある 新興 感染 症 (EID) に 対す る 柔軟 で 迅速 か つ 堅 定 な 対応 能 実際 の 形質 の 確率 的 分 析 に 基づく 新しい フレ ー ム ワー ク は 、 こ の タイ プ の 
力 の 開発 と 維持 に 重大 な 関心 が ある は ず で す 。 47 そ の よう な アプ 適応 性 を 開発 する た め の そ の よう な 基礎 を 提供 する 可能 性 が あり ます 。 
ロー チ は ある べき で す が 、 今 は を う で は あり ませ ん 。 








PurPose、 メ ト ds、 お よび 分 析 は 


目的 


ジョ ンズ ホプキンス 健康 安全 保障 セン ター (セン ター) は 、 世 界 
的 な 壊滅 的 な 生物 学 的 リス ク を 構成 する 微生物 が 持つ 可能 性 が 最 
も 高い 形質 の 専門 家 に よる 評価 を 開発 する た め に この 研究 を 実施 
し まし た 。 こ の 分 析 の 結果 は 、 深 刻 な 世界 的 な 広がり を 引き 起こ 
す 可 能 性 の ある 新興 お よび 再興 感染 症 の 脅威 に 関す る 準備 お よび 
予測 活動 に 情報 を 提供 する た め に 使用 で きま す 。 


方 法 と 分 析 
公開 され た 文献 と 以前 の レポ ー ト の レビ ュー 


セン ター プロ ジェ クト チー ム は 、 新 興 感染 症 の 特徴 、 微 生物 の 病 
原 性 の 可能 性 、 お よび 関連 する トピ ッ ク に 関す る 現在 の 生物 医学 
文献 を 調査 し まし た 。 文献 レビ ュー は 微生物 と 種 に と ら わ れず 、 
すべ て の クラ ス の 往生 物 と 宿主 種 を 網羅 し て いま し た 。 文献 レ 

ビュ ー は 、 こ れ ら の 主題 に 関す る 広範 な PubMed 検 索 で 達成 され 
まし た 。 関連 する 米国 政府 の 政策 と 戦略 が 見 直さ れ ま し た 。 


イン タビ ュー 


セン ター の プロ ジェ クト チー ム は 、 こ の 分 野 で 働い て お り 、 こ の 
分 野 に 精通 し て いる 120 人 を 超え る 技術 専門 家 (付録 A に 記載 ) 
に イン タビ ュー し まし た 。 イ ンタ ビュ ー 対 象 者 は 、 学 界 、 産 業 
界 、 政 府 か ら 選 ば れ ま し た 。 私 た ちの 目標 は 、 病 原 体 が GCBR に 
な る た め に 必要 な 本 質 的 な 特性 に 関す る 専門 家 の 見 解 を 確認 し 、 
これ ら の 特性 に 照ら し て 過去 の 発生 を 文脈 化し 、 現 在 知 られ て い 
る 感染 症 病原 体 が その よう な 特性 を 持っ て いる か どう か を 判断 す 
る こと ど で し た 。 


パン デミ ッ ク 病 原 体 会 議 


セン ター プロ ジェ クト チー ム は 、 私 た ちの 文献 レビ ュー と 専門 家 
の イン タビ ュー の 結果 を 統合 し た 予備 分 析 を 完了 し まし た 。 こ れ 
ら の 調査 結果 は 、2017 年 11 月 9 日 に 開催 され た 会 議 の 設計 と 促進 
に 使用 され まし た 。 この 会 議 に は 、 こ の プロ ジェ クト で イン タ 
ビュ ー を 受け た 多く の 人 々 が 含ま れ て いま し た 。 会 議 は 、 メ リー 
ラン ド 州 ボル チ モ ア の ジョ ンズ ホプキンス ヘル ス セ キュ リティ セ 
ンタ ー で 開催 され まし た 。 会 議 の 目的 は 、 プ ロジ ェクト 分 析 へ の 
追加 の 洞察 と 入力 を 取得 し 、 仮 定 を 調べ 、 可 能 な 推奨 事項 を テス 
ト す る こと で し た 。 参加 者 に は 、 米 国 お よび 外国 の 学術 機関 の 代 
表 者 、 連 邦 政府 、 お よび その 他 の 独立 し た 対象 分 野 の 専門 家 が 含 
まれ て いま し た 。 参加 者 は 付録 ほ 5 に リス ト さ れ て いま す 。 





この 最終 報告 書 は 、GCBR レ ベル の パン デミ ッ ク 病 原 体 が 持つ 可 
能 性 が 最も 高い 形質 に 関す る セン ター の 評価 を 示し 、 専 門 家 の イ 
ンタ ビュ ー、 文 献 レ ビュ ー、 お よび 2017 年 11 月 9 日 に 会 合 し た 会 
議 参加 者 また は スポ ン サ ー の 見 解 に よっ て 通知 され ます 。 中 心 。 
これ ら の 特性 に 基づい て 、 評 価 で は 、GCBR に な る 可能 性 が 最も 
高い 病原 体 の クラ ス に つい て 説明 し ます 。 こ の レポ ー ト の 調査 結 
果 と 推奨 事項 は セン ター の も の で あり 、 イ ンタ ビュ ー を 受け た 人 
や セン ター で の 会 議 に 出席 し た 人 の 見 解 を 必ず し も 反映 し て いる 
わけ で は あり ませ ん 。 


資金 調達 
この プロ ジェ クト は 、Open PhilanthropyProject か ら の 資金 で 全体 的 
に 資金 提供 され まし た 。 


低音 は 推奨 イオ ン で す 


低音 は 1 で す : GCBR レ ベル に 共通 する 可能 性 の ある いく つか の 特性 が あり ます 


バン デミ ツ ク 病 原 体 。 


ノバ パンデミック 疲 原 大 の 競 参 編 


病原 体 が パン デミ ッ ク を 引き 起こ す 能 力 を 持っ て いる 場合 、 そ れ 
は 、 組 み 合 わせ て 、 散 発 的 また は 限定 的 な 人 間 の 感染 の み を 引き 
起こ すこ と が で きる 微生物 の 状態 たり も その 状態 を 高め る いく つ 
か の 属性 を 持ち ます 。 これら の 形質 は 、 伝 染 の モー ド 、 伝 染 の タ 
イミ ング 、 宿 主 集 団 の 要因 、 お よび 固有 の 微生物 特性 な ど 、 い く 
つか の カテ ゴリ ー に 分 類 で きま す 。 これら の 特性 の 多く は 、 

Casadevall に よっ て 取得 され 、 方 程 式 の 形 で 反映 され て いま す 。 
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送 大 モ ー だ 


微生物 は 、 血 液 や 体液 か ら 媒介 動物 感染 、 糞 口 感染 、 呼 吸 器 ( 空 
中 お よび 呼吸 器 飛 涼 ) に 至る まで 、 さ ま ざ ま な 感染 経路 を 持っ て 
いま す 。 持続 的 な 人 か ら 人 へ の 感染 が 可能 で あり 、 チ ェ ッ ク さ れ 
な いま ま に な っ て いる 場合 、 各 感染 モー ド は 大 発生 を 引き 起こ す 
可能 性 が あり ます が 、 特 定 の 感染 モー ド は 他 の 感染 モー ド よ り も 
介入 を 受け や すい で す 。 た と えば 、 血 液 や 体液 に よっ て 引き 起こ 
され る 感染 症 の 墓 延 


手袋 や ガウ ン な どの 感染 管理 対策 を 講じ る こと で 、 感 染 を 止め 
る こと が で きま す 。 


さま ざま な 感染 様式 の 中 で 、 呼 吸 経 路 は パン デミ ッ ク の 墓 延 に つ 
な が る 可能 性 が 最も 高い メカ ニズム で す 。 これ は 主 に 、 呼 吸 の 単 
純 で 普遍 的 な 行為 が 病原 体 を 拡散 させ る 可能 性 が ある 場合 、 こ の 
拡散 方 法 を 中 断 す る た め の 介入 を 実施 する こと が より 困難 で ある 
と いう 事実 に に る も の で す 。 イ ン フ ル エ ン ザ 、 百 日 咳 、 は し か 、 
お よび ライ ノウ イル ス の 多発 的 な 慕 延 は 、 こ の 事実 の 証拠 で す 。 
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対照 的 に 、 病 原 体 は 糞 口 経路 に よっ て 広がり ます が 、 コレ ラ 
奮 ま た 、A 型 肝炎 ウイ ルス は 爆発 的 な 発生 を 引き 起こ す 可 能 
性 が あり 、 わ ず か な 衛生 イン フラ で も 発生 を 抑え る こと が で 
きま す 。 


ベク ター 召 介 性 の 発生 は 、 非 呼吸 性 拡散 剤 の 特殊 な ケー ス で す 。 確か 
に 、 感 染 性 生物 で ある クリ スマ ス 島 ラッ ト に よる 路 乳 類 種 の 唯一 の 仮 
定 さ れ た 絶滅 は 、 ベ クタ ー 媒 介 ト リ パ ノ ソー マ に よっ て 引き 起こ され 
まし た 。 in この クラ ス の 感染 を 使用 する ほとん どの エー ジェ ント に 
と っ て 、 広 が り は 地理 的 お よび 気候 学 的 に 制限 され た ベク ター 生息 地 
に よっ て 制限 され ます 。 人 間 は 媒介 動物 か ら 身 を 守る こと が で き 、 住 
む お 場所 を 変え る こと は で きま す が 、 ク リス マス 島 の ネズ ミ は で きま せ 
ん で し た 。 こ れ ら の 要因 は 、 一 般 的 に 、 ベ クタ ー に よっ て 広がる 往生 
物 の パン デミ ッ ク の 可能 性 を 制限 する の に 役立ち まし た 。 


ベク ター 媒介 ウイ ルス の この 一 般 的 な 制限 の 例外 に は 、 ノ ! マ ダラ 
み と ヤブ カ 軸 。 こ れ ら の 野 に よっ て 広がる 病原 体 は 、 そ の 広 が 
り の 地理 的 な 幅 を 考え る と 、 よ り 高 い パ ン デ ミッ ク の 可能 性 が あ 
り ま す 。 た と えば 、 サ ハラ 以 南 の アフ リカ の ほとん ど は 、 マ ラリ 
ア の 伝染 に 親切 で す ノ ! マ ダラ カ 米 国 の 郡 の 759%、 お よび 世界 の 
人 口 の 半分 の 居住 者 が 定期 的 に に さら され て いま す ヤ フ カ 高 
ウイ ルス 血 症 の フラ ビ ウ イル ス お よび アル ファ ウイ ルス の 媒介 動 
物 と し て 機能 する 下 。 こ の よう な 現象 は 、 デ ング 熱 、 チ クン グ ニ 
ア 熱 、 ジ カ 熱 の 墓 延 に よっ て 裏付け られ て いま す 。 is 


低音 は 推奨 イオ ン で す 


送 大 の タプ ミ ング 


感染 中 に 人 が 伝染 する 期間 の 開始 と 期間 も 、 感 染 拡 大 に 大 き な 役 
割 を 果たし ます 。 感染 し た 人 々 が 非常 に 病気 で あり 、 し た が っ て 
感染 の 機会 が より 限ら れ て いる 感染 の 後期 に 伝染 する 病気 は 、 感 
染 の 範囲 で 区 切ら れる 可能 性 が あり ます 。 一 方 、 症 状 発現 前 、 潜 
伏 期間 中 、 ま た は 軽度 の 症状 の み が 存 在 する 場合 に 伝染 する 疾患 
は 、 感 染 し た 個人 が ほとん ど ま た は まっ た く 中 断 す る こと な く 日 
常 生活 動作 を 行う こと が で きる た め 、 広 が る 可能 性 が 高く な り ま 
す 。 


発生 を シミ ュ レ ー ト し た モデ リン グ 研 究 で は 、 こ の 透過 係数 の タ 
イミ ング の 有無 が 、 発 生 を 制御 で きる か どう か を 決定 する 可能 性 
が ある こと が 示さ れ て いま す 。 病気 が まだ 鋼 化 し て いる 間 に 人 が 
重病 に な る 前 に 微生物 が 伝染 する 場合 、 パ ン デ ミッ ク の 墓 延 の 可 
能 性 が 高く な り ま す 。 地 球 か ら 打 ち 負 か され た 唯一 の 人 間 の 感染 
症 で ある 天然 は 潜伏 期間 中 に 伝染 し な か っ た も の だ っ た の で 、 
歴史 的 な 例 は この 考え を 補強 し ます 。 対照 的 に 、 イ ン フ ル エ ン 
ザウ イル ス な どの 微生物 は 、 症 状 が 現れ る 前 に 伝染 し 、 了 臨床 的 重 
症 度 が 広範 囲 に 及ぶ た め 、 広 く 感 染 す る 可能 性 が あり 、 制 御 す る 
こと は で きま せん 。 4 


導 子 甘 盛 軌 了 と 周 育 の 旗 全 物 疲 原 存 緒 


微生物 の 病原 性 は 、 実 際 に は 、 宿 主 の 特徴 か ら 分 離す る こと 
は で きま せん 。Pirofsky と Casadevall の 宿主 損傷 フレ ー ム 
ワー ク に よっ て 解明 され て いる よう に 、 病 気 は 宿主 の 免疫 系 
と 微生物 の 間 の 複雑 な 相互 作用 で す 。 js 

この パラ ダイ ム と 一 致し て 、 宿 主 の 特徴 と 微生物 の 病原 性 が 一 
緒 に 議論 され て いま す 。 


Ll 財 | 


微生物 が GCBR レ ベル の パン デミ ッ ク を 引き 起こ す た め に は 、 往 
生物 が 多数 の 感受 性 の ある ヒト に 感染 する よう に 、 か な り の 割合 
の ヒト 集団 が 免疫 学 的 に 薬剤 に 対し て ナイ ー ブ で ある 必要 が あり 
ます 。 さらに 、 十 分 に 効果 的 な 対策 (ワク チン また は 折 菌 剤 ) を 
大 量 に 入手 する こと は で きま せん 。 人 獣 共通 感染 症 の 病原 体 で 

は 、 免 疫学 的 ナイ ー ブ が 予想 され ます 。 微 生物 、 


それ に 応じ て 、 病 原 性 因子 、 免 疫学 的 カモ フラ ー ジ ュ 、 ま た 
は 生産 的 な 感染 を 引き 起こ す 他 の 機能 を 介し て 宿主 の 免疫 応 
答 を 回 避 す る 能力 を 持た な けれ ば な ら な いで し ょ う 。 


さら に 、 汎 発 性 微生物 に よっ て 利用 され る ヒト 受容 体 は 、 集 団 に 
広まっ て いる 可能 性 が 高く 、 大 多数 の ヒト の 寛容 な 感染 を 促進 し 
ます 。 受 容体 は また 、 薬 剤 の 標的 器官 向 性 を 提供 し 、 重 篤 な 疾患 
(例え ば 、 下 気道 、 中 枢 神 経 系 ) の 発生 を 可能 に する 可能 性 が あ 
り ま す 。 


致死 率 (CFR) は 、GCBR レ ベル の イベ ント を 引き 起こ す た め に 過 
度 に 高い 必要 は あり ませ ん 。 こ れ は 、1918 年 の イン フル エン ザ パ 
ン デ ミッ ク に つい て 報告 され た 2.596CFR (現代 の 実際 の 人 間 の 
GCBR に 最も 近い イベ ント ) に よっ て 証明 され て いま す 。 低い 
が 重要 な CFR は 、 ホ スト 密度 し きい 値 の 定理 に 従い ます 。 こ の 一 
般 的 に 保持 され て いる 定理 に よれ ば 、 あ まり に も 多く の 宿主 を 殺 
す 微生物 は 、 感 受 性 の 高い 宿主 を 使い 果たし て 消滅 し ます 。r こ 
れ は 、1 つ の 宿主 種 に 密接 に 関連 する 病原 体 に 当て は まる 可能 性 
が あり ます が 、 将 来 の 感染 や 生存 を 危う くす る こと な く 感 染 し て 
殺す こと が で きる 、 ア メー バ 性 脳炎 や コレ ラ な どの 腐敗 性 疾患 に 
は 適用 で きま せん 。 実際 、 サ ン シ ョ ウ ウオ や カエ ル の キト リド 病 
な ど 、 多 く の 絶 減 レ ベル の 両生 類 感染 症 は 本 質 的 に サ プ ロ ノ 
ティ ッ ク で す 。 js 


さら に 、GCBR レ ベル の イベ ント は 直接 的 な 死亡 率 を も た ら さ な 
い 場 合 が あり ます 。 生殖 へ の 影響 (風疹 や ジ カ 熱 な ど ) や 発がん 
性 へ の 影響 (HTLV-1 な ど ) は 、 寿 命 の 大 幅 な 短縮 や 出生 率 の 低 
下 に つなが る 可能 性 が ある た め 、 多 く の 点 で 人 類 の 将来 に 非常 に 
悪影響 を 与え る 可能 性 が あり ます 。 最 終 的 に は 重大 な 人 口 減少 を 
も た ら す 可能 性 の ある 率 。 jszo 


低音 は 推奨 イオ ン で す 


低音 は 2 で す : ほとん どの クラ ス の 微生物 は 、 人 間 に 填 滅 的 な リス ク を 引き 起こ す よ うな 方 
法 で 進化 また は 操作 され る 可能 性 が あり ます が 、 ウ イル ス 、 特 に RNA ウ イル ス は 


微生物 の 最も 可能 性 の 高い クラ ス で す 


適切 な 状況 が 与え られ れ ば 、 あ ら ゆ る 微生物 は GCBR リ スク 
と 考え る こと が で きま す 。 た だ し 、 最 も 可能 性 の 高い 症状 は 
ウイ ルス で あり 、 ウ イル スグ ルー プ の 中 で 、 ゲ ノム 組成 が 
RNA で ある グル ー プ が GCBR に な る 可能 性 が 最も 高く な り ま 
す 。 zi 


閣 房 ・ 応 覧 スペ クム アル 礁 記 寄 ば 癒 原 大 の / パ ザン デミ ッ ク の 
基 夏 を 六 し ます 


歴史 的 に 、 ペ スト な どの 細菌 に よっ て 引き 起こ され た 感染 症 

は 、 人 類 に 信じ られ な い ほ どの 影響 を 及ぼ し て きま し た 。 >。 し か 
し 、1935 年 の スル ホン アミ ド か ら 始 まり 、1942 年 の ペニシリン 
まで の 折 菌 療法 の 開発 に より 、 こ の クラ ス の 微生物 が GCBR レ ベ 
ル の パン デミ ッ ク を 引き 起こ す 能 力 が 大 幅 に 制限 され まし た 。 
さら に 、 複 製 と 突然 変異 の 蓄積 の 速度 が 比較 的 遅い こと も 、 ウ 
イル ス よ り も この クラ ス に 不利 で す 。 た と えば 、C 型 肝炎 ウイ ル 
ス (RNA ウ イル ス ) に 感染 し た 人 間 は 、1 日 あたり 数 兆 の ビリ オ 
ン を 生成 し ます が 、 倍 加 時 間 は 


ペスト ム 誰 、 ペスト の 原因 は 、1.25 時 間 で す 。 ss:4 


カル バ ペ ネム 耐性 腸 内 細菌 科 (CRE) な どの 多 剤 耐性 菌 の 公衆 衛 
生 上 の 危機 は 非常 に 憂慮 すべ きも の で す 。 > これ ら の 細菌 剤 の 募 
延 は 、 治 療法 が ほとん ど 存 在 し な いた め 、 冶 化学 療法 か ら 関 節 軒 
換 療法 まで 、 現 代 医 学 の 実践 全体 を 埋 か し て いま す 。 し か し 、 原 
因 と な る 死亡 率 が 変動 する これ ら の 生物 は 、 危 険 に さら され た り 
入院 し た り し て いな い ヒ ト 宿 主 に 効率 的 に 感染 する こと が で き な 
い 傾向 が あり ます 。 こ の よう に 、 一 般 大 衆 へ の リス ク は 抑制 され 
ます 。 


この 記事 の 執筆 時 点 (2017 年 ) で の コレ ラ と ペスト の 大 発生 

は 、 イ エメ ン と マダ ガス カル で の 真 の 公衆 衛生 上 の 緊急 事態 を 表 
し て いま す が 、 そ の 広がり は 、 真 の 世界 的 大 流行 リス ク で は な 
く 、 戦 争 と 供給 の 制約 に よっ て 引き 起こ され た 深刻 な イン フラ ス 
トラ クチ ャ の 欠陥 を 反映 し て いま す 。 ez 
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この 容量 を 持つ た め に 。 


奮 規 ・ 癌 給 刈 導 カル パ ザン デミ ッ ク の 忌 基 在 を 紋 婦 する 


真菌 は 、 路 乳 類 種 以外 の 多 産 の 病原 体 を 表し て いま す 。 カ エル や 
サン ショ ウ ウ オ で の ツボ カビ 真菌 症 の 発生 、 お よび ヘビ 真菌 症 

は 、 影 響 を 受け た 種 に 対す る 真 の 存在 上 の 脅威 を 表し て いま す 。 
s し か し 、 真 菌 は 主 に 熱 的 に 制限 され て お り 、 こ の クラ ス の 往生 
物 の 限ら れ た メン バー だ けが 路 乳 類 な どの 温 血 生物 に 感染 する こ 
と が で きま す 。 ss 確 か に 、 真 菌 フ ィ ル ター が 存在 し た と 仮定 され 
て お り 、 路 乳 類 の 温 血 に 部 分 的 に 関与 し て いる 可能 性 が あり ま 

す 。 コウモリ に 白 鼻 症候 群 を 引き 起こ す 貴 乳 類 に 適応 し た 真菌 の 
成功 は 、 冬 眠 中 に 発生 する 体温 の 低下 に よっ て 促進 され ます 。 ? 


真菌 に よる ヒト の 感染 は 、 免 疫 不全 の 宿主 で の み 深 刻 な 損傷 を 与 
える 傾向 が あり ます 。 人間 の 自然 免疫 シス テム は 、 空 気 の あ ら ゆ 
る 呼吸 に 存在 する 無数 の 真菌 胞子 と 競合 し ます 。 そ の た め 、 ヒ ス 
ト プ ラ ズ マ 症 や コク シ ジ オ イデ ス 症 な どの 多く の 固有 の 真菌 性 疾 
患 は 、 感 染 し た 免疫 能力 の ある ヒト の 大 多数 に 害 を 及ぼ すこ と は 
あり ませ ん 。 の よう な 新しく 出現 し た 菌類 で さえ カン ジ ダ ア ウソ 
ス と Cy み //ococcos gg777 主 に この 制限 の 対象 と な り ま す 。 soai 

最も 慕 延 し て いる 真菌 の 発生 の 1 つ で ある Exserohilum 真 菌 性 髄 膜 
炎 の 発生 は 、 汚 染 さ れ た 医療 製品 を 人 間 の 脊髄 領域 に 直接 注射 す 
る こと に よっ て 引き 起こ され まし た が 、 こ れ は 通常 の 感染 メカ ニ 
ズム で は あり ませ ん 。 > 


熱 適応 (意図 的 な 操作 で 実現 可能 か も し れ な い ) が な けれ ば 、 真 
菌 は 、 そ の 多く が サ プ ロ ノ テ ィ ッ ク で あり 、 貴 乳 類 の 宿主 に 依存 
また は 必要 と し な いた め 、 人 間 に と っ て パン デミ ッ ク の 仏 威 と は 
な り ま せん 。 


低音 は 推奨 イオ ン で す 


プク グチ ブン : 送 請 外 作 を 選 座 し て ノ パパ ン デ ミッ ク の 選 乱 許 を 介 
唐 す る 


プリ オン (伝染 性 の 感染 性 タン パク 質 ) は 、 最 も 魅力 的 で 研究 さ 
れ て いる 成 染 性 病原 体 の 1 つ で す 。 こ れ ら の 薬剤 は 、 ク ー ル ー 病 
や 新しい 変異 型 ク ロイ ツ フ ェ ル ト ・ ヤ コブ 病 (vVCJD、「 狂 牛 
病 」 の 人 間 型 ) な どの 病気 の 原因 で あり 、 他 の 喘 乳 類 種 で は スク 
レイ ピー、 慢性 消耗 病 、 牛 海綿 状 脳症 を 引き 起こ し ます 。 3 


プリ オン は 、 人 間 や 感染 する 他 の 種 に 大 き な ダ メー ジ を 与え ます 
が 、 拡 散 す る に は 特定 の 条件 が 必要 で す 。 新 し い 変異 型 ク ロイ ツ 
フェ ルト ・ ヤ コブ 病 は 、 こ れ ま で で 最も 広く 知ら れ て いる ヒト プ 
リオ ン 病 の 発生 で し た 。 その 結果 、1990 年 代 と 2000 年 代 に 主 に 
イギリス で 牛肉 製品 の 消費 に 関連 し た 229 人 の ヒト の 症例 が 発生 
し まし た 。 s4 汚 染 さ れ た 手術 器具 また は 死体 ホル モン 製品 を 介し 
た 医 原 性 拡散 に 関連 する CJD の 他 の 感染 様式 は 、 保 護 措置 が 講じ 
られ る と 停止 し た 。 ss 


地理 的 に 制限 され た プリ オン 病 で ある クー ルー 病 は 、 パ プア 
ニュ ー ギ ニア で 人 食い を 介し て 墓 延 し 、1960 年 代 に その 慣行 が 終 
了 す る と 、 発 生 は 収まり まし た 。 se 


プリ オン 病 の 伝染 特性 は 、 人 間 の 共食い や 大 量 の 食品 汚染 と 同等 
の 非常 に 異常 な 状況 が 、GCBR レ ベル の リス ク が 人 間 に 存 在 する 
た め に 存在 し な けれ ば な ら な いよ うな も の で す 。 さ ら に 、 ほ ば ぼ 定 
義 上 、 こ の よう な イベ ント は 動き が 遅い で し ょ う (プリ オン は か 
つて 「 遅 発 性 ウイ ルス 」 と し て 知ら れ て いま し た ) 。 


寿 生 動 狗 ・ 太 人 め ら た / ノ ギン デミ ッ ク 疲 合 認 


原生 動物 は 、 貴 乳 類 の 種 の 絶滅 を 引き 起こ し た 唯一 の 感染 症 で 
ある と いう 区 別 が あり ます 。 そ の ベク ター を 追い 越す こと が で 
き な い クリ スマ ス 島 の ラッ ト は 、 ベ クタ ー 媒 介 ト リ パ ノ ソー マ 
に よっ て 倒さ れ ま し た ( 7 /ew/s/ 20 世 紀 初 頭 の オー スト ラ 
リア の 島 で 。 io ヒト 型 の トリ パ ノ ソ ー マ 症 は 、 そ の よう な レベ 
ル の 懸念 に まで 上 昇 し て いま せん 。 


人 間 の 原虫 感染 は この 種 に 多大 な 圧力 を か け 、 生 き て きた 人 間 の 
半数 が マラ リア で 亡くな り 、 そ れ で も 年 間 約 50 万 人 が 死亡 し て い 
る と 仮定 され て いま す 。 s7 し か し 


ll) 


抗 マ ラリ ア 化 合 物 の 開発 と ベク ター 回 避 戦 略 は 、 適 切 に 使用 で き 
る 場合 に 成功 する こと が 証明 され て お り 、 影 響 を 制御 し や すい 病 
原 体 に マラ リア を 追い や っ て いま す 。 そ れ に も か か わら ず 、 マ ラ 
リア の 1 つの 側面 が 特に 懸念 され ます 。 


アル テ ミ シ ニン 耐性 型 の 開発 と 普及 。 こ れ に より 、 効 果 的 な 抗 
マラ リア 剤 が ほとん ど ま た は まっ た く 使 用 され な いま ま 、 治 療 
が 非常 に 困難 に な り ま す 。 カ ン ボ ジア や ミャンマー な ど 、 ア ジ 
ア の 特定 の 地域 に 大 きく 限定 され て いる この 生物 は 、 深 刻 な 治 
療 上 の 課題 を 提起 し 、 ア フリ カ に 広がる と すれ ば 、 大 陸 レ ベル 
の 生物 学 的 リス ク を 表す 可能 性 が あり ます 。 ss 


炒 の 友人 狗 クラ スマ ば パン デミ ッ ク ソ スク を 友 っ て いま チ 


アメ ー バ 、 人 外部 寄生 虫 、 お よび 映 虫 は すべ て 、 病 原 性 、 伝 染 性 、 
また は その 両方 に よっ て 制約 され る た め 、 パ ン デ ミッ ク の リス ク 
が 区 切ら れ て いま す 。 タ スマ ニア デビ ル の 顕著 な デビ ル 顔 面 腫 瘍 
疾患 な どの クロ ー ン 感染 性 腫瘍 は 、 感 染 様式 が 制限 され て いる 

(母体 胎児 、 臓 器 移植 ) 、 ヒ ト で は まれ な 発生 で す 。 


宇宙 に 適応 し た 生物 (例え ば 、 地 球 で 発生 し た が 、 地 球 に 戻る 前 
に 宇宙 ステ ーション で 時 間 を 過ごす サル モネ ラ 菌 ) は 、 強 化 さ れ 
た 毒性 を 示す 可能 性 が あり ます 。 し か し 、 そ れ ら は 依然 と し て 抗 
生物 質 治療 と 通常 の 管理 措置 の 影響 を 受け や すい で す : それ ら が 
通常 の サル モネ ラ 菌 より も 大 き な 流 行 リ スク を も た ら す と いう 証 
拠 は あり ませ ん 。 ss 火星 また は 了 石 で 取得 され 、 地 球 に 持ち 帰ら 
れ た エイ リア ン の 微生物 種 は 、 米 国 航 空 宇 宙 局 (NASA) の 惑星 
保護 プロ グラ ム の 焦点 の 1 つ で あり 、 イ ンタ ビュ ー 対 象 者 お よび 
会 議 参 加 者 は 、 脅 威 を 与え ます 。 そ し て 、 そ の よう な 種 が 見 つ 

か っ た 場合 、 そ の 故郷 の 惑星 の 著しく 異な る 環境 へ の 適応 が 地球 
へ の 適応 を 妨げ る 可能 性 が ある た め 、 地 球 の よう な 惑星 環境 に 適 
応 する 可能 性 は 低い で し ょ う 。 そ の よう な サン プル リタ ー ン に 

よっ て も た ら さ れる 深刻 な 生物 学 的 リス ク の 可能 性 は 低い と 考え 
られ ます が 、 多 く の 不 確実 性 が あり 、 そ の よう な 非 地 球 ベ ー ス の 
生物 を 収容 する 可能 性 の ある 標本 に 対し て 最高 レベ ル の 生物 封じ 
込め 手順 が 検討 され て いま す 。 。o 


低音 は 推奨 イオ ン で す 


ウ ア ルス パパ ヤン デミ ッ ク ソ スク の 高 ま ク だ に 施 与 する ぐつ み の 胡 尻 


伝統 的 に 、 ウ イル ス は パン デミ ッ ク リ スク の 最高 レベ ル に ラン ク 付 け 


ウイ ルス の 高い 複製 率 (た と えば 、 人 間 の 感染 で は 1 日 あたり 1 兆 
を 超え る C 型 肝炎 ビリ オン が 生成 され ます ) は 、 こ の よう な 短い 
生成 時 間 に 固有 の 可変 性 と 相まって 、 ウ イル ス に 比類 の な い 可 毅 
性 を 与え まま す 。 こ の 可 雇 性 に より 、 宿 主 の 適応 性 、 人 獣 共通 感染 
症 の スピ ルオ ー バ ー、 お よび 免疫 系 の 回 避 が 可能 に な り ま す 。 


細菌 や 真菌 の 有機 体 に さえ 利用 で きる よう な 広範 囲 の 抗 ウ イル 
ス 剤 の 欠如 も また 、 ウ イル ス に 特別 な 地位 を 与え ます 。 ウ イル 
ス の 発生 を 封じ に 込め る た め に 利用 で きる 既成 の 治療 法 が な いた 
め 、 封 じ 込 め は 、 初 期 段 階 で は 、 医 学 的 対策 が な い 場 合 に 行わ 
れ ま す 。 


RNA ウ イル ス は DNA ウ イル ス よ り も パン デミ ッ ク の 脅威 が 高い と 
いう 強い コン セン サス が あり ます 。 この 評価 は 、 ゲ ノム 材料 と 
し て の RNA の 安定 性 が DNA の 安定 性 より も 低く 、RNA ウ イル ス に 
より 多く の ゲノム の 和 柔軟 性 を 与え る と いう 事実 に 由来 し て いま 

す 。 し か し 、 天 然 瘍 な どの DNA ウ イル ス は この 仮定 に 異議 を 唱 

え 、 天 然 瘍 ワク チン キャ ン ペ ー ン が な い 場 合 に ます ます 広がる サ 
ル ウ イル ス の 関連 リス ク を 取り 巻く 懸念 が 存在 し ます 。。 サ ル 
癒 の 発生 は 感染 の 連鎖 が 長く な る に つれ て 発生 し 続け る た め 、 標 
的 集団 に 天然 瘍 ワク チン を 採用 する こと を 検討 する か も し れ ま せ 
ん 。 
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ウイ ルス の 特性 評価 の も う 1 つ の 側面 は 、 複 製 の 場所 で す 。 パ ン デ 

ミッ ク の 可能 性 の ある ウイ ルス は 、 細 胞 の 細胞 質 で 複製 する 可能 性 が 
高い こと が 研究 で 示さ れ て いま す 。 44s これ は 、 特 定 の タイ プ の 宿主 
が その 核 へ の 侵入 を 許可 され る た め に ウイ ルス が 持つ 必要 の ある 親和 
性 が 高く 、 通 常 の 宿主 と 強く 結び つい て いる た め 人 獣 共通 感染 症 の 可 
能 性 を 区 切る た めで ある と 仮定 され て いま す 。 一 般 に 、 核 複製 サイ ク 
ル を 持つ 傾向 が ある の は DNA ウ イル ス で す が 、RNA ウ イル ス は 細胞 質 
サイ クル を 持っ て いま す 。 驚く べき こと に 、 歴 史 的 に パン デミ ッ ク の 
可能 性 が 最も 高い DNA ウ イル ス の 1 つ で ある 天然 容 は 細胞 質 レ プリ 

ケー ター で あり 、 パ ン デ ミッ ク の 可能 性 が 最も 高い RNA ウ イル ス の 1 
つ で ある イン フル エン ザ は 核 複製 サイ クル を 持っ て いま す 。 こ れ ら の 
規則 の 例外 は 、 そ れ ら を 過度 に 厳格 に 遵守 する こと に 反対 し ます 。 


ウイ ルス の パン デミ ッ ク お よび GCBR の 可能 性 に 影響 を 与え る 可能 性 の ある 他 
の 要因 に は 、 セ グ メ ント 化 さ れ た ゲノム (イン フル エン ザウ イル ス に よっ て 例 
示さ れる ) 、 ゲ ノム サイ ズ 、 お よび 宿主 ウイ ルス 血 症 (例え ば 、 ベ クタ ー 媒 介 
フラ ビ ウ イル ス ) が 含ま れ ま す 。 た と えば 、 イ ン フ ル エ ン ザ ウイ ルス の セグ メ 
ント 化 さ れ た ゲノム は 、 新 し い 遺 伝 子 の 品 揃え を 最終 的 に 作り ます が 、 大 き な 
ゲノム は 軽快 な 突然 変異 を 防ぐ 可能 性 が あり ます 。 た だ し 、 そ れ ぞ れ の 特性 に 
つい て 、 例 外 が 多い た め 、 一 般 的 な ルー ル を 見 つけ る こと は 不可 能 で す 。 


現在 研究 され て いる ウイ ルス の 中 で 、H7N9 な どの 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ 
に 特に 注意 を 払っ た イン フル エン ザ A ウ イル ス は 、 歴 史 的 な 発生 と ウ 
イル ス の 特徴 に 基づい て 、 ほ ば ぼ 普 遍 的 に 最大 の パン デミ ッ ク リ スク 
で ある と 考え られ て いま し た 。 4ez7 この よう な 分 析 は 、 米 国 疾病 予防 
管理 セン ター (CDC) の イン フル エン ザ 迅 速 評価 ツー ル (IRAT) の 
イン フル エン ザウ イル ス 株 と し て 最も 懸念 され る H7N9 の ラン キン グ 
に 反映 され て いま す 。 。s 


オル トミ クソ ウイ ルス (イン フル エン ザ A の H7N9 株 を 含む ) 以外 に 
も 、 呼 吸 経 路 に よっ て 拡散 し 、RNA ゲ ノム を 持ち 、 注 目 を 集め る 価値 
の ある ウイ ルス グル ー プ が いく つか あり ます : パラ ミク ソウ イル ス 

(特に これ ら の 3 つの 属 : レス ピロ ウイ ルス 、 へ ヘ ニ パ ウイ ルス 、 ル ブ 
ラウ イル ス ) 、 ニ ュー モウ イル ス 、 コ ロナ ウイ ルス 、 お よび ピコ ル 
ナウ イル ス (特に これ ら の 2 つの 属 : エン テロ ウイ ルス と ライ ノウ イ 
ルス ) 。 私 た ちの 分 析 に 基づく と 、GCBR レ ベル の 公 威 の 最も 可能 性 
の 高い 原因 が 明らか に な る の は 、 こ れ ら の ウイ ルス グル ー プ か ら で 
す 。 


低音 は 推奨 イオ ン で す 


低音 は 3 で す : バイ ラル カタ ログ を 作成 する 努力 は 、 パ ン デ ミッ ク 対 策 の ツー ル と 同義 で 


は な く 、 必 ず し も 効果 的 で も あり ませ ん 。 


現在 、EcoHealthAlliance や Global Viral Forecasting な どの グ 
ルー プ に よっ て 、 で きる だ け 多 く の ウ イル ス の ウイ ルス カタ ログ 
を 作成 する た め の い くつ か の 取り 組み が 進行 中 で す 。 資金 は 主 に 
米国 政府 か ら 米 国 国際 開発 庁 (USAID) を 介し て 提供 され ます 。 
コス ト は 10 億 ドル を 超え て いま す 。 これ ら の プロ ジェ クト の 明 
確 な 目的 は 、 で きる だ け 多 く の ウ イル ス 種 を 広範 囲 に カタ ログ 化 
する こと に よっ て 発生 の 不 確 実 性 を 減ら し 、 病 気 を 引き 起こ す ウ 
イル ス が 本 当 に 未知 で ある 可能 性 を 低く する こと で す 。 こ の プロ 
ジェ クト の 会 議 と こ イ ンタ ビュ ー で 、 何 人 か の 専門 家 は 、 ウ イル ス 
を 無 差別 に カタ ログ 化し て 配列 決定 する 努力 が 新しい 科学 的 発見 
を 提供 する 一 方 で 、 そ れ が パン デミ ッ ク へ の 備え を 測定 可能 に 改 
善 する こと を 期待 すべ き で は な いと いう 懸念 を 表明 し まし た 。 広 
範 な ウイ ルス 配列 決定 は 、 間 違い な く 、 多 く の 新しい ウイ ルス を 
発見 する で し ょ う 。 
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し か し 、 発 見 され た ウイ ルス の 大 多数 は 、 害 を 及ぼ す ど ころ か 、 人 間 に 感 染 す 
る 能力 を 持っ て いま せん 。 こ の 能力 を 持っ て いる ウイ ルス は ご くわ ず か で す 。 
そし て 、 パ ン デ ミッ ク は 本 質 的 に ウイ ルス 性 で ある 可能 性 が 最も 高い で す が 、 
ウイ ルス だ けが それ を 引き 起こ すこ と が で きる と いう わけ で は あり ませ ん 。 


これ ら の プロ ジェ クト に よっ て 行わ れ た ウイ ルス の 発見 に は 大 き 
な 科学 的 価値 が あり 、 ウ イル ス 学 に お ける 多く の 新しい 発見 に つ 
な が る こと は 間違い あり ませ ん 。 し か し 、 そ の よう な 発見 自体 
は 、 パ ン デ ミッ ク へ の 備え に 直接 影響 を 与え る の に 十分 で は あり 
ませ ん 。 こ の 作業 は 、 パ ン デ ミッ ク へ の 備え を 短期 的 に 改善 する 
と いう 目標 より も 、 基 本 的 な ウイ ルス の 科学 的 発見 を 目的 と し て 
追求 する 方 が よい で し ょ う 。 


低音 は 推奨 イオ ン で す 


低音 は 4 で す : 臨床 環境 に お ける 感染 症 症候 群 の 特定 の 診断 が 大 幅 に 増加 する と 、 よ 
り 実 用 的 で 関連 人 性 の ある 情報 が 提供 され 、 危 険 な 新興 病原 体 を 特定 する 可能 性 が 高 


まり ます 。 
パン デミ ッ ク の 可能 性 。 


医学 の 臨床 診療 で は 、 症 候 群 の 診断 、 つ まり 「 敗 血 症 」、「 肺 
炎 」、「 ウ イル ス 症 候 群 」 な どの 非 特異 的 な 診断 を 、 ほ と ん ど ま 
た は 最小 限 の 臨床 検査 で 行う こと が 一 般 的 で す 。 特定 の 診断 ( す 
な わ ち 、 確 定 的 な 検査 室 診断 の た め に 患者 サン プル を 送る こと ) 
は 、 そ れ が 了 臨床 管理 に 影響 を 与え な い 場 合 、 費 用 が か か る 場合 、 
定期 検査 で 明らか に され な い 場 合 、 お よび / ま た は 加 者 が 回 復 す 
る 場合 、 し ば し ば 避け られ ます 。 この 慎 行 は 、 診 断 検査 へ の アク 
セス が 制限 され る 可能 性 の ある 資源 の 乏しい 地域 だ け で な く 、 特 
定 の 診断 が 不 必要 で ある と 見 な され る 北米 や 西 ヨ ー ロ ッ パ の よう 
な 資源 の 豊富 な 地域 で も 祀っ れ て いま す 。 








た だ し 、 非 定型 肺炎 、 敗 血 症 、 脳 炎 、 和 髄 膜 炎 、 お よび 原因 不明 の 
臨床 的 に 重大 な 発熱 な どの 感染 性 症候 群 の 病因 診断 を 追求 する こ 
と に よる 収量 は 、 微 生物 に よっ て 引き 起こ され る 脅威 の 進行 中 の 
急流 に 対す る 重要 な 洞察 を 提供 する た め 、 か な り の 可能 性 が あり 
ます 世界 。 医 療 処置 を 受け る の に 十分 な 重症 度 の 感染 症 を 引き 起 
こす こと に より 、 原 因 と な る 微生物 は 、 そ れ ら が 人 間 に 損 傷 を 引 
き 起 こす 病原 体 で ある こと を すでに 確立 し て いま す 。 これ は 、 往 
生物 界 の ほん の 一 部 だ けが 達成 で きる 偉業 で す 。 sy これ ら の 微 生 
物 診断 の 多く は 、 日 常 的 に 注文 され た 診断 で は 行う こと が で きま 
せん 。 し た が っ て 、 微 生物 の 診断 を 受け る に は 特別 な 努力 が 必要 
で す 。 それ が 世界 中 で より 頻繁 に 、 よ り 戦 略 的 な レベ ル で 行わ れ 
る と し た ら 、 
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どの 微生物 が 循環 し 、 人 間 に 感 染 し て いる か に 関す る 新しい 状 
況 認識 を 開発 する 機会 を 提供 し ます 。 これ は 、 そ れ 自 体 が 了 臨床 
的 に 価値 が あり 、 広 範 な ウイ ルス カタ ログ より も GCBR レ ベル 
の 病原 体 の 発見 に 適し た 情報 で す 。 


その よう な 努力 は 、 病 気 の 出現 の エキ ゾ チ ッ ク な 「 ホ ッ ト ス ポッ 
ト 」 に 限定 され る べき で は な く 、 こ れ ら の 状態 が 発生 する 場所 を 
広く 代表 する 地域 で 実践 され る べき で す 。 固有 の リス ク 要 因 の 存 
在 に よる 特定 の ホッ トス ポッ ト の 出現 は 、 全 体 的 に 高い 収量 に な 
る 可能 性 が あり ます が 、 そ れ ら が 唯一 の 調査 サイ ト で あっ て は な 
り ま せん 。 感染 症 の 出現 は 、 カ リフ ォ ル ニア で 軽度 の 小児 上 気道 
感染 症 の 背後 に ある 病因 と し て 最初 に 認識 され た 2009 年 の H1N1 
パン デミ ッ ク 、 お よび ニュ ー ヨ ー ク 市 の 大 都市 園 で 未 分 化 脳 炎 の 
場合 に 出現 する ウエ スト ナイ ル 熱 に よっ て 証明 され る よう に 、 ど 
こ で も 発生 する 可能 性 が あり ます 。 1990 年 代 後 半 。 ss 











この よう な プロ グラ ム は 、 資 源 に 制約 の ある 地域 で コス ト と イン 
フラ スト ラク チャ に 大 き な 影 響 を 与え る た め 、 広 く 代 表 的 な 方 法 
で この レベ ル の 微生物 診断 を 追求 する た め の 番 兵 また は 戦略 的 サ 
イト を 設定 する の が 最も 論理 的 で す 。 米 国 な どの 先進 国 で は 、 こ 
れ ら の プロ グラ ム は 利用 可能 で す が 、 了 臨床 医 に よる 認識 の 欠如 ま 
た は 価値 の 欠如 が 認識 され て いる た め 、 十 分 に 活用 され て いま せ 
ん 。 


低音 は 推奨 イオ ン で す 


低音 は 5 で す : 人 的 要因 お よび / ま た は 複雑 な 災害 の 発生 は 上 昇 す る 可能 性 が あり ます 


GCBR レ ベル へ の 病原 体 。 


プロ ジェ クト の 多く の 参加 者 は 、 微 生物 の パン デミ ッ ク の 可 
能 性 は 、 人 的 要因 と 不 十分 な 準備 に よっ て 大 幅 に 強化 され る 
可能 性 が あり 、 病 原 体 の 拡散 また は 損傷 の 原因 と な る 可能 性 
を 悪化 させ る 可能 性 が ある と いう 見 解 を 表明 し まし た 。 


特定 され た 具体 的 な 問題 に は 、 病 院 の 準備 の ギャ ッ プ 、 医 療 対策 
の 製造 能力 、 医 療 対策 の 製造 場所 、 重 要 な 労働 カメ ン バ ー へ の 影 
響 、 お よび 食料 生産 な どの 重要 な プロ グラ ム へ の 連鎖 的 な 影響 が 
含ま れ て いま し た 。 た と えば 、 プ エル トリ コ に 静脈 内 輸液 製造 プ 
ラン ト が 集中 し た た め 、2017 年 に ハリ ケー ン に より プラ ント が 

オフ ライ ン に な っ た 後 、 大 幅 な 不足 が 発生 し まし た 。 sa 人 工 呼 吸 
器 ま た は ICU ベッ ド に 対す る 患者 の ニー ズ の 高まり に 対応 する た 
め に 病院 が 急増 で き な い こと も 、 も う 1 つ の 潜在 的 な 制約 で す 。 


人 的 要因 は 、 政 治 的 考慮 に 基づく が 、 証 拠 に 基づく 医学 的 根拠 に 
よっ て 裏付け られ て いな い 誤 っ た 行動 、 ま た は 微生物 の 誤認 や 科 
学 的 また は 疫学 的 デー タ の 誤解 な どの 人 為 的 ミス に 基づく 科学 的 
誤り の 形 を と る こと も あり ます 。 た と えば 、SARS の 発生 の 初期 に 
は 、 ウ イル ス 剤 の 病因 に 関す る 間違い が 発生 し 、2014 年 の 西 ア フ 
リカ の エボ ラ 出 血 熱 の 発生 は 当初 コレ ラ で ある と 考え られ て いた 
た め 、 対 応 努 力 が 数 か 月 遅れ まし た 。 s4 





ー 部 の 参加 者 は 、 こ れ ら の よう な 要因 が 、 微 生物 が 持つ 固有 の 特 
性 や 人 間 が 持つ 生理 学 的 脆弱 性 を 上 回 る と 考え て いま し た 。 

ヒュ ー マ ン エラ ー に よる 拡大 は 、 応 答 ま た は 認識 の 遅延 を 引き 起 
こし 、 病 原 体 が より 広く 、 よ り 深 く 集団 に 広がり 、 封 じ 込 め を よ 
り 困難 に し 、 パ ニッ ク を まき 、 地 域 の 医療 イン フラ に 深刻 な スト 
レス を 与え る 可能 性 が あり ます 。 
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推奨 イオ ン 


推奨 事項 1 : GCBR レ ベル の 脅威 に 対す る 準備 に は 、 


ある 程度 の 柔軟 性 を 備え た アプ ロー チ 。 


最高 ラン ク の パン デミ ッ ク の 可能 性 の ある 病原 体 は 呼吸 器 経路 を 
介し て 拡散 し た RNA ウ イル ス で し た が 、 最 も 可能 性 が 高い も の と 
可能 性 が ある も の を 区 別 す る こと が 重要 で す 。RNA ウ イル ス は 呼 
吸 経路 を 介し て 拡散 する た め 、 優 先 順位 を 付け る 必要 が あり ます 
が 、 細 菌 、 真 菌 、 原 生 動 物 な どの 他 の クラ ス の 微生物 を 排除 する 
べき で は あり ませ ん 。 


呼吸 経路 を 介し て 拡散 する RNA ウ イル ス は 、 地 球 壊滅 的 な 脅威 を 
引き 起こ す 能 力 に 関し て 最も 懸念 され る 特性 を 持っ て いる た め 、 
監視 、 科 学 、 お よび 対策 の 開発 プロ グラ ム と 取り 組み は 、 論 理 的 
に 重要 な リソー ス を それ ら に 割り 当て る 必要 が あり ます 。 


焦点 を 当て る 必要 が あり ます 


イン フル エン ザ と 特定 の コロ ナウ イル ス を 除い て 、 こ れ は ほ と 
ん ど 当 て は まり ませ ん 。 さ ら に 、 前 述 し た よう に 、 他 の クラ ス 
の 感染 症 は 、 パ ン デ ミッ ク の 可能 性 が ある た め 、 無 視 し て は な 
り ま せん 。 


植物 、 両 生類 、 則 虫 類 の 感染 症 か ら の 情報 を 組み 込ん で 統合 する 
One Health ア プロ ー チ を 明示 的 に 組み 込む こと で 、 す べ て の クラ 
ス の 微生物 の 疫学 、 監 視 、 お よび 病原 性 に 関す る 専門 知識 を 育成 
お よび 維持 する こと で 、 和 柔軟 で 堅 中 な 育成 に 役立ち ます 。 パ ン デ 
ミッ ク へ の 備え と GCBR の 作業 に 必要 な 能力 。 


推奨 事項 2 : 歴史 的 な 病原 体 リ スト に 基づく アプ ロー チ は 、 パ ン デ ミッ ク 病 原 体 に つい て の 考 
え 方 を 混乱 させ る 恒久 的 な 固定 観念 と し て 立つ べき で は あり ませ ん 。 


過去 の 事件 と バイ オセ キュ リティ 対策 活動 に 基づく 、 米 国 と 世 
界 の 両方 の 病原 体 ベ バー ス の リス ト は 、 パ ン デ ミッ ク 対 策 の 分 野 
で の 初期 の 活動 を 活性 化す る 責任 が あり 、 多 く の 重 要 な 貢献 を 
推進 する の に 役立ち まし た 。 し か し 、 こ れ ら の リス ト は 、 元 の 
リス ト に 含ま れ て いな い エ ー ジ ェ ン ト の パン デミ ッ ク の 可能 性 
を 時 期 尚早 に 閉鎖 する こと に より 、 パ ン デ ミッ ク へ の 備え に 対 
する 静 的 な アプ ロー チ を 生み 出す 傾向 が あり ます 。 


事実 上 、 リ スト は 現場 の 人 々 の 心 の 中 で 凍結 する 可能 性 が あり 、 
出発 点 と し て で は な く 網 羅 的 な も の と 見 な され る 可能 性 が あり ま 
す 。 さ ら に 、 リ スト へ の 掲載 は 、 政 治 的 (疫学 的 で は な い ) 理由 
で 、 長 い 間 無視 され て きた 風土 病 問題 へ の 資金 提供 が 強化 され る 
可能 性 が ある 場合 に も 求め る こと が で きま す 。 
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この プロ ジェ クト の 背後 に ある 主 な 理由 の 1 つ は 、 パ ン デ ミッ ク 
の 脅威 を 検討 する 際 に 上 厳密 な リス ト ベ ー ス の アプ ロー チ か ら 離 
れ 、 微 生物 の 生物 学 と 疫学 の 事実 に し っ か り と 根ざし た フレ ー 
ム ワ ー ク を 開発 する こと で し た 。 リ スク 評価 は 、 歴 史 的 な 新興 
感染 症 や 生物 兵器 に 基づく 考慮 事項 だ け で な く 、 病 原 体 に GCBR 
また は パン デミ ッ ク リ スク を 与え る 実際 の 特性 に 根ざし て いる 
こと を 提案 し ます 。 こ の よう な アプ ロー チ は 、 リ スト の 価値 を 
認識 する だ け で な く 、 リ スト の 制限 も 認識 し ます 。 リ スト は 、 

徹底 的 な 医学 科学 的 分 析 の 結果 に 基づい て 変更 可能 で あり 、 政 
治 の 変遷 や 歴史 的 偏見 の 影響 を 受け に くい も の で な けれ ば な り 
ませ ん 。 これ ら の 改善 に より 厳格 さ が 増 し 、 最 終 的 に は パン デ 
ミッ ク へ の 備え と GCBR 関 連 の 活動 が より 強固 に な り ま す 。 


呼吸 器 系 RNA ウ イル ス に よる ヒト 感染 の 監視 を 改善 する こと は 、 よ り 


推奨 イオ ン 
推奨 事項 3 : 
優先 れる べき で す 。 


呼吸 器 系 RNA ウ イル ス は パン デミ ッ ク の 可能 性 が 高い こと が 確 
認 さ れ て いる た め 、 こ の 懸念 を 反映 し た 監視 活動 を 確立 する こ 
と が 重要 で す 。 現在 、 呼 吸 器 系 RNA ウ イル ス の うち 、 イ ン フ ル 
エン ザ と 特定 の コロ ナウ イル ス の み が 監 視 の 優先 度 が 高く な っ 
て いま す 。 


SARS と MERS を きっ か け に 、 コ ロナ ウイ ルス を 理解 する た め の 初 期 
の 取り 組み が 存在 し ます が 、 ヒ ト に お ける コロ ナウ イル ス 感 染 の 体 
系 的 な 実験 室 監視 は あり ませ ん 。 同様 に 、 ラ イノ ウイ ルス に は その 
よう な プロ グラ ム は 存在 し ませ ん 。 


パラ イン フル エン ザウ イル ス 、RSV、 メ タニ ュー モウ イル ス 、 お よび 同 
様 の ウイ ルス 。 こ の クラ ス の ウイ ルス は 将来 の パン デミ ッ ク 病 原 体 を 保 
持 する 可能 性 が 最も 高い た め 、 イ ン フ ル エ ン ザ の よう な 監視 装置 の 構築 
を 優先 する 必要 が あり ます 。 


この よう な アプ ロー チ は 、CDC や その 他 の 国際 機関 が 実施 する 
広範 な イン フル エン ザ サ ー ベ イラ ンス を 模 信 する 方 法 で 、 疫 
学 、 ウ イル ス 学 的 特徴 、 抗 ウイ ルス 感受 性 (該当 する 場合 ) 、 
お よび 了 臨床 症状 を 特徴 付け る ヒト 感染 症 に 焦点 を 当て ます 。 


推奨 事項 4: RNA 呼 吸 器 ウ イル ス 用 の さま ざま な 抗 ウ イル ス 剤 の 特定 の パイ プラ イ 
ン の 開発 に ます ます 重点 が 置か れる と (広域 スペ クト ル と ウイ ルス 特異 的 の 両 


方 ) 、 潜 在 的 な GCBR 剤 に 対す る 回 復 力 が 


現在 、 抗 イン フル エン ザ 抗 ウイ ルス 薬 以 外 に 、 呼 吸 器 拡散 RNA ウ イル 
ス (リバ ビリ ン ) の 治療 の た め に FDA が 承認 し た 抗 ウ イル ス 薬 は 1 つ 
だ け で す 。FDA が 承認 し た 5 つの イン フル エン ザ 抗 ウイ ルス 薬 (アマ 
ンタ ジン 、 リ マン タジン 、 ザ ナミ ビル 、 オ セル タ ミ ビ ル 、 ペ ラミ ビ 

ル ) の うち 、 す べ て が イン フル エン ザウ イル ス を 特異 的 に 標的 と し 、 
イン フル エン ザ 以 外 の 活性 は な く 、2 つ の イン フル エン ザ A 特 異 的 薬剤 
(アマ ンタ ジン と リマ ンタ ジン ) は 耐性 の た め に 事実 上 時 代 遅 れ に 

な っ て いま す 。 他 の 抗 ウ イル ス 剤 (吸入 り リバビリン) は 呼吸 器 合 胞体 
ウイ ルス (RSV) の 治療 に 承認 され て いま す が 、RSV ウ イル ス と パラ 
イン フル エン ザウ イル ス の 両方 の 有効 性 が 低く 、 主 要 な 毒性 の 懸念 が 
ある た め 、 使 用 は 非常 に 限ら れ て いま す 。 


現在 、 世 界 の 他 の 呼吸 器 に 広がる RNA ウ イル ス に 対し て 承認 され た 
抗 ウ イル ス 薬 は あり ませ ん 。 こ の グル ー プ の ウイ ルス に 対す る 抗 ウ 
イル ス 化合 物 の 優先 順位 付け は 、 医 薬品 開発 の 加速 お よび (政府 お 
よび 非 政府 ) イン セン ティ ブ プ ログ ラム に つなが る 可能 性 が あり ま 
す 。 そ の よう な 抗 ウ イル ス 剤 
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追加 され ます 。 


化合 物 は 、 他 の 多く の 新興 感染 症 対策 より も 有利 で す 。 こ れ ら 
の ウイ ルス は 、 毎 年 、 地 域 感染 の 形 で か な り の 犠牲 者 を 出し 、 
伝統 的 な 製薬 市 場 と 新興 感染 症 の 基盤 を 提供 し ます 。 


広域 スペ クト ル の RNA 抗 ウイ ルス 薬 だ け で な く 、RSV な どの 
特定 の ウイ ルス を 特異 的 に 標的 と する 抗 ウ イル ス 薬 も 追求 す 
れ ば 、 収 量 の 可能 性 が 高まり ます 。 


モノ クロ ー ナ ル 抗 体 や 免疫 調節 剤 な どの 非 伝統 的 な 分 子 も 、RNA 
ウイ ルス 呼吸 器 感染 症 の 治療 と 予防 に お ける 役割 に つい て 調査 す 
る 必要 が あり ます 。 ss この よう な 補助 療法 は 、 臨 床 転 帰 の 改善 に 
つなが る 可能 性 が あり ます 。 現在 まで に 、FDA が 承認 し て いる の 
は ウイ ルス を 標的 と し た モノ クロ ー ナ ル 抗 体 の 1 つ だ け で す 。 そ 
れ は 、 リ スク の 高い 乳児 の 予防 の た め の パ リ ビ ズ マブ で す 。 


推奨 イオ ン 


推奨 事項 5 : 普遍 的 な イン フル エン ザワ クチ ン を 含む RNA 呼 吸 器 ウ イル ス に 対す る ワ 
クチ ン は 、 よ り 優 先 的 に 追求 され る べき で す 。 


抗 ウ イル ス 薬 に 関す る 上 記 の 議論 と 同様 に 、 呼 吸 器 系 RNA ウ イル 
ス に 対す る ワク チン の 必要 性 も 優先 され る べき で す 。 現 在 、 中 程 
度 の 効果 が ある が 技術 的 に 制限 され た ワク チン が 存在 する イン フ 
ル エ ン ザ を 除い て 、 呼 吸 器 系 RNA ウ イル ス に 対す る 他 の ワク チン 
は あり ませ ん 。 RSV を 標的 と する 実験 的 ワク チン は 、 了 臨床 開発 を 
遅らせ る こと に 成功 し まし た が 、 失 敗 す る だ け で し た 。 


この 領域 に は いく つか の 重要 な イニ シア チ ブ が 存在 し 、 す で に 認 
識 さ れ て いる 特定 の 目標 を 超え る よう に 拡張 する こと が で きま 
す 。 た と えば 、 感 染 症 対策 イノ ベー ショ ン 連 合 (CEP|) は 、 ワ ク 
チン 開発 を 奨 奮 する た め に コロ ナウ イル ス (MERS-CoV) と パラ 
ミク ソウ イル ス (ニニ パ ) を 選択 し まし た 。 ss この よう な プロ グラ 
ム は 、 将 来 の 反復 で 、 よ り 多 く の ワ クチ ン 標 的 を 選択 する 可能 性 
が あり ます 。 


この グル ー プ の ウイ ルス は 、 ウ イル ス の グル ー プ に 対す る 幅広 い 
防御 ワク チン の 開発 を 促進 し ます 。 た と えば 、MERS と SARS CoV 
の 両方 、 お よび ヘン ドラ ウイ ルス と ニ パ ウイ ルス の 両方 の 4 系 統 
の ヒト パラ イン フル エン ザウ イル ス す べ て か ら 防 御 す る ワク チン 
で す 。 


さら に 、 中 程度 に 重症 の 2017-18 イ ン フ ル エ ン ザ シー ズン を きっ か け 
に 、 米 国 国立 衛生 研究 所 (NIH) で の ユニ バー サル イン フル エン ザワ 
クチ ン へ の 関心 の 高まり は 、 こ の 取り 組み に 大 幅 に 増加 し た リソー ス 
を 提供 する た め に 向け られ る べき で す 。 特定 の 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ ウ 
イル ス は 最も 育 威 の 高い 層 で ある た め 、 ユ ニ バ ー サ ルイ ン フ ル エ ン ザ 
ワク チン (A 株 か ら 保 護 す る だ け の も の で も ) は 、GCBR ス テー タス 
に 達する イン フル エン ザウ イル ス を 実質 的 に ヘッ ジ す る 可能 性 が あり 
ます 。 


推奨 事項 6 : 呼吸 器 拡散 RNA ウ イル ス の 治療 を 最適 化す る た め の 了 臨床 研究 アジ ェ ン ダ 
は 、 製 楽 会 社 、 政 府 、 お よび 医療 機器 会 社 に よっ て 資金 提供 され 、 了 臨床 セン ター に 


よっ て 追求 され る べき で す 。 


2009 年 の イン フル エン ザ の 流行 と その 後 の イ ン フ ル エ ン ザ の 季節 に 明 
ら か な よう に 、 イ ン フ ル エ ン ザ の 治療 は 、 証 拠 に 基づく ガイ ダン ス に 
も か か わら ず 、 最 適 で は あり ませ ん 。 他 の 呼吸 器 ウ イル ス の 治療 の 状 
況 は 、 さ ら に 明確 に 定義 され て いま せん 。 


現在 、 こ れ ら の ウイ ルス に 対す る 強力 な 抗 ウ イル ス 兵 器 は あり ま 
せん が 、 そ れ ら の 治療 で 発生 する 重要 な 臨床 的 問題 が あり 、 さ ら 
な る 研究 に 値 し ます 。 た と えば 、 ど の よう な 補助 療法 が 有用 で す 
か ? どの よう な 重複 感染 が 存在 する 可能 性 が あり ます か ? 病気 の 
どの 段階 で レス キュ ー 酸 素 化 装置 が 保証 され ます か ? これ ら の ウ 
イル ス の 多く は コミ ュ ニ ティ で 非常 に 墓 延 し て お り 、 
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外来 患者 と 入院 患者 の 両方 の 状況 で 臨床 医 が 頻繁 に 遭遇 する こ 
れ ら の 質問 に 対す る 答え を 見 つけ る こと で 、 了 臨床 医 は これ ら の 
ウイ ルス の パン デミ ッ ク バ ー ジ ョ ン に 対処 する こと に 熟達 する 
で し ょ う 。 


イン フル エン ザ に 関し て は 、 非 ステ ロイ ド 性 抗 炎 症 薬 (NSAID) 
や マク ロラ イド 系 抗生 物質 な どの 抗 炎症 薬 と 組み 合わ せ た 抗 ウイ 
ルス 薬 の 使用 に 関す る 文献 が 増え て いま す 。 ss 強力 な が ガイダンス 
を 開発 する た め に これ ら の 治療 効果 の ニュ アン ス を 解き ほぐす こ 
と は 、 イ ン フ ル エ ン ザ 主導 の GCBR に 対処 する 能力 に 影響 を 与え 
る で し ょ う 。 


推奨 イオ ン 


推奨 事項 7 パンデミック の リス ク を 高め る 可能 性 の ある 呼吸 器 系 RNA ウ イル ス の 研究 


に つい て は 、 特 別 な レビ ュー が 必要 で す 。 


GCBR レ ベル の 脅威 が 呼吸 器 に 広がる RNA ウ イル ス の グル ー プ か 
ら 出現 する 可能 性 が 高い た め 、 作 業 が パン デミ ッ ク の リス ク を 
高め る 可能 性 が ある 場合 は 、 こ れ ら の 薬剤 の 研究 に 特別 な 注意 
を 払う 必要 が あり ます 。 こ の クラ ス の ウイ ルス に 関す る 多く の 
研究 は リス ク が 低い で す が 、 

た と えば 、 抗 ウイ ルス 耐性 、 ワ クチ ン 耐 性 、 お よび 伝達 の 強化 に 

関す る 実験 は ト 、 バ イオ セー フ テ ィ 違反 が 発生 し た 場合 、 主 要 な バ 

イオ セー フ テ ィ の 懸念 を 引き 起こ す 可 能 性 が あり ます 。 1977 年 


H1N1 イ ン フ ル エ ン ザ A 株 の 出現 は 、 実 験 室 で の 脱出 に 起因 す 
る と 考え られ て いま し た 。 ss これ ら の 薬剤 で 行わ れ て いる 作 
業 の 種類 を 理解 する こと 、 特 に 、 パ ン デ ミッ ク の リス ク を 高 
め る 結果 と な る 実験 が 行わ れ て いる 、 ま た は 提案 され て いる 
こと を 知る こと が 重要 で す 。 こ れ ら の 実験 に は 、 リ スク と 一 
致す る 独自 の 特別 な レビ ュー お よび 承認 プロ セス が 必要 で 
す 。 


推奨 事項 8 : 世界 中 の すべ て の 場所 で 感染 症 症候 群 の 微生物 学 的 に 特異 的 な 診断 
を 追求 する こと は 、 よ り 日常 的 に な る は ず で す 。 


未知 の 感染 症候 群 は すべ て の 場所 に 存在 し 、 特 定 の 感染 症候 群 は 
その 病因 と し て 潜在 的 に 未知 また は 評価 され て いな い 微生物 を 
持っ て いる 可能 性 が ある た め 、 特 定 の 診断 は 日 常 的 な 努力 で ある 
必要 が あり ます 。 非 定型 肺炎 、 中 枢 神 経 系 感染 症 、 さ ら に は 上 気 
道 感染 症 で さえ 、 病 因 が 特定 され る こと な く 治 療 さ れる こと が よ 
く あ り ま す 。 


診断 技術 と デバ イス の 幅 、 速 度 、 使 いや すさ が 向上 する に つれ 
て 、 こ れ ら の デバ イス の 普及 が 進む こと で 、 展 開 さ れ て いる あ 
ら ゆ る 場所 で の 感染 症候 群 の 状況 認識 を 高め る 新しい 機会 が 提 
供 さ れ ま す 。 こ の よう な デバ イス は 現在 、 発 展 途上 国 の 研究 プ 
ロジ ェクト で 使用 され て いま す 。 マ ルチア ナラ イト 分 子 診断 デ 
バイ ス な どの デバ イス の より 日 常 的 な 使用 は 、 こ れ ま で 生物 学 
的 暗黒 物質 で あっ た も の を 明らか に し 、 任 意 の 症候 群 の 微生物 
学 的 疫学 の 全体 像 を 提供 する 能力 を 持っ て いま す 。 sos 呼吸 器 系 
RNA ウ イル ス の 監視 の 強化 と 相まって 、 潜 在 的 な パン デミ ッ ク 
病原 体 の 初期 シグ ナル を 捕捉 する 能力 が 大 幅 に 強化 され ます 。 
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現在 まで 、 こ れ ら の デバ イス の 取り 込み と 使用 は 、 コ スト 、 臨 床 
影響 の 欠如 の 認識 、 隔 離 ベ ッ ド な どの 病院 リソー ス の 制約 な 
ど 、 特 定 の 考慮 事項 に よっ て 制限 され て きま し た 。 病院 へ の 影響 
は 、 検 査 室 で の 検査 量 と 費用 に 記載 され て いる 可能 性 が あり ま 
す 。 た だ し 、 こ れ ら の デバ イス を パン デミ ッ ク へ の 備え と の 関連 
で 見 る と 、 費 用 対 効果 の 計算 が 変わ る は ず で す 。 こ れ ら の 考慮 事 
項 は 、 病 院 の 緊急 時 の 準備 活動 の 一 部 で あり 、 了 臨床 だ け で は な い 
と 見 な され る 場合 は 緩和 され る 可能 性 が あり ます (入院 患者 と 外 
来 患 者 の 両方 の 設定 で 抗生 物質 管理 活動 に もち も メ リッ ト が あり ま 
す ) 。 実際 、 こ れ ら の デバ イス の 使用 は 、 パ ン デ ミッ ク へ の 備え 
と の 関連 で 、 人 工 呼吸 器 、 ワ クチ ン 、 抗 ウイ ルス 薬 、 お よび 抗生 
物質 と 同等 に 検討 する 必要 が あり ます 。 


今後 の 方 向 性 


パン デミ ッ ク へ の 備え と 予測 が 成熟 する に つれ 、 新 し い テ クノ ロジ ー か ら の デー タ の 統合 は 、GCBR レ ベル の 
脅威 に 対す る 人 間 の 回 復 力 に 大 き な 影 響 を 与え る 可能 性 が あり ます 。 病原 体 の 最も 優先 度 の 高い クラ ス の 機能 
を 強調 し よう と する 適応 可能 な フレ ー ム ワー ク で 新しい ツー ル を 採用 する と 、 新 し い 洞 察 が 得 ら れ ま す 。 診 断 
技術 が 急速 に 進歩 し 、 簡 素 化 され 、 次 の 10 年 間 で 広く 普及 する に つれ て 、 パ ン デ ミッ ク 病 原 体 は 世界 中 の 早い 
段階 で より 容易 に 特定 され 、 準 備 活動 を より 積極 的 に する こと が で きま す 。 


中 
証 了 2 


この レポ ー ト は 、GCBR レ ベル の パン デミ ッ ク 病 原 体 の 特性 に 関す る 専門 家 に よる 評価 で す 。 我 々 は 、 生 物 学 
的 お よび 疫学 的 特性 に 基づい た 、 パ ン デ ミッ ク 病 原 体 の 適応 可能 な オー プン エン ド の 病原 体 に と ら わ れ な い フ 
レー ム ワ ー ク を 開発 する こと が 可能 で ある こと を 発見 し まし た 。 そ の よう な フレ ー ム ワー ク が 準備 活動 を ク 
ロー ズ ド リス ト ベ ー ス の アプ ロー チ か ら シ フト し 、 最 終 的 に は その よう な イベ ント の 発生 を 防ぐ か 、 そ の 最も 
深刻 な 結果 の 緩和 を 可能 に する 、 こ の 問題 へ の より 積極 的 な アプ ロー チ を 促進 する こと を 願っ て いま す 。 
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